
さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

４
月
か
ら
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
開
所
日
を
変
更
し
ま
す

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
、
米
子
市
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開

所
日
が
毎
週
日
曜
日
お
よ
び
国
民

の
祝
日
の
振
替
休
日
と
な
り
ま

す
（
た
だ
し
、
日
曜
日
が
祝
日
の

場
合
と
年
末
年
始
は
お
休
み
し
ま

す
）。
毎
週
土
曜
日
は
閉
所
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
証
明
係
（
☎
23

―
５
１
４
４
）

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
39
―
０
２
２
２
）

　

平
成
30
年
度 

重
度
心
身
障
が

い
者
（
児
）
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

　

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の

方
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
す
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

米
子
市
に
住
所
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
を
お
持
ち
の
方
、
も
し
く
は
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
で
、
平

成
29
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
に
属

す
る
方

助
成
金
額　

１
回
の
タ
ク
シ
ー
利

用
に
つ
き
、
初
乗
り
料
金
の
う
ち

手
帳
提
示
に
よ
っ
て
１
割
引
を
受

け
た
残
り
の
額
を
利
用
券
で
助
成

し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
枚
数　

１
人
１

か
月
に
つ
き
３
枚
発
行

※
申
請
に
は
手
帳
と
印
鑑
が
必
要

で
す
。

受
付
開
始　

３
月
30
日
㈮
〜
（
利

用
が
で
き
る
の
は
４
月
１
日
か
ら

で
す
。）

交
付
場
所
・
問
合
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―

５
５
４
９
、

23
―
５
３
９
３
）

淀
江
支
所
地
域
生
活
課
（
☎
56
―

３
１
１
３
、

56
―
５
２
０
１
）

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
の
入
札
参
加
資
格
お
よ
び
入
札

案
件
公
表

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に

参
加
す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す

る
市
町
村
（
米
子
市
、
境
港
市
、

日
吉
津
村
、
大
山
町
、
南
部
町
、

伯
耆
町
、
日
南
町
、
日
野
町
、
江

府
町
）
の
い
ず
れ
か
で
、
指
名
競

争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
入
札
参
加

資
格
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手
続
き
を

す
。
介
護
保
険
料
率（
全
国
一
律
）

も
変
更
と
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
料
率

平
成
30
年
２
月
分（
３
月
納
付
分
）

ま
で　

９
・
99
％

平
成
30
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら　

９
・
96
％

介
護
保
険
料
率

平
成
30
年
２
月
分（
３
月
納
付
分
）

ま
で　

１
・
65
％

平
成
30
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら　

１
・
57
％

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率

が
加
わ
り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が

３
月
１
日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険

料
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支

部　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
８
５
７
―
25
―
０
０
５
１
）

　

育
休
任
期
付
職
員

募
集
職
種　

保
育
士

人
数　

２
人
程
度

職
務
内
容　

保
育
業
務
（
市
内
公

立
保
育
園
ま
た
は
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
か
し
や
で
の
勤
務
）

応
募
資
格　

児
童
福
祉
法
に
基
づ

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tottori-seibukoiki.

jp/

）
で
公
表
し
ま
す
。

問
合
せ　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
事
務
局　

総
務
課
（
☎

22
―
７
７
３
２
）

　

鳥
取
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

●
鳥
取
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
３
８
円
（
平
成
29
年

10
月
６
日
か
ら
）

●
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

金
　

時
間
額
７
７
４
円
（
平
成
30
年

１
月
11
日
か
ら
）

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
８
５
７
―
29
―
１
７
０
５
、

０
８
５
７
―
23
―
２
４
２
３
）

米
子
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
34
―

２
２
３
１
、

34
―
２
２
３
３
）

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
変

わ
り
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部
の
健
康

保
険
料
率
が
、
平
成
30
年
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
わ
り
ま

く
保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る
方

（
平
成
30
年
５
月
31
日
ま
で
に
登

録
見
込
の
方
を
含
む
）

試
験
日
・
科
目　

４
月
22
日
㈰
・

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

平
成
30
年
６
月
１
日

任
期　

お
お
む
ね
１
年
以
上
３
年

未
満
で
、
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
期
間
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜

17
日
㈫
（
必
着
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
、
自
己
紹

介
カ
ー
ド
を
職
員
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
受
験

案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―
５
３

４
１
、
Ｅ
メ
ー
ル
：shokuin@

city.yonago.lg.jp)

　
「
ハ
ン
グ
ル
初
級
講
座
」
受
講
生

　

韓
国
語
の
基
礎
で
あ
る
ハ
ン
グ

ル
か
ら
学
ぶ
「
ハ
ン
グ
ル
初
級
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
語
学
だ
け

で
な
く
、
韓
国
の
文
化
や
地
域
に

つ
い
て
の
紹
介
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
17
日
〜
８
月
23
日
に

か
け
て
全
14
回
（
原
則
と
し
て
木

曜
日
）

昼
の
部
：
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

夜
の
部
：
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か



３
９
５
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米

子
（
☎
27
―
５
１
１
５
、

27
―

０
９
８
０
）

　
米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー『
援
助
会
員
養
成
講
習
会
』

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き

る
「
援
助
会
員
」
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、

特
に
年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
子

育
て
の
応
援
が
し
た
い
！
誰
か
の

役
に
立
ち
た
い
！
と
思
っ
て
い
る

方
…
あ
な
た
も
会
員
登
録
し
て
、

〝
地
域
で
見
守
る
子
育
て
支
援
の

輪
〞
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

援
助
会
員
に
な
る
に
は
『
援
助

会
員
養
成
講
習
会
』
の
受
講
が
必

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
有
償
（
基
本
料
金
１
時
間

６
０
０
円
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、

就
労
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
万
一
の
事
故
に
備
え
、
セ
ン

タ
ー
が
一
括
で
会
員
補
償
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
会
員
の
負
担
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
の
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
子
と
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
孫
、
甥
、
姪

巡
拝
地
域　

旧
ソ
連
国
、
中
国
東

北
地
方
、
南
方
諸
国
（
※
地
域
情

勢
に
よ
り
変
更
有
）

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
☎

23
―
５
１
５
９
、

23
―
５
３
９

３
）

　

職
業
訓
練
生

　
「
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
」

で
は
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
か
ら
学
べ
、
就
職

支
援
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
次
の
申
込
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
６
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

募
集

訓
練
科
・
募
集
人
数
・
訓
練
期
間

産
業
技
術
科
・
15
人

ビ
ル
管
理
技
術
科
・
12
人

訓
練
期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
11
月

28
日
㈬

募
集
期
間　

４
月
11
日
㈬
〜
５
月

９
日
㈬

入
所
資
格　

求
職
中
の
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
、

33
―

　

こ
ど
も
☆
み
ら
い
塾
参
加
者
募

集
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員

が
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
を

支
援
し
ま
す
。
教
科
書
や
学
校
の

課
題
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
遠
方
の
方
は
送
迎
バ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
４

年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒

と
き　

５
月
12
日
㈯
か
ら
毎
週
土

曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30

分と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

費
用　

無
料

申
込
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
６
日

㈮※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援

課
（
☎
23
―
５
１
３
５
、

23
―

５
１
３
７
）

　

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

―
平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
参
加
者

募
集
―

　

厚
生
労
働
省
で
は
旧
主
要
戦
域

や
抑
留
地
、
遺
骨
収
容
の
で
き
な

い
海
上
に
お
い
て
、
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
た
め
慰
霊
巡
拝
の
実
施
を

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　

李　

佳
仁
（
イ 

ガ
イ
ン
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
１
５
０
０
円
程
度
）

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、

ハ
ン
グ
ル
が
読
め
な
い
・
書
け
な

い
初
心
者
の
方
（
た
だ
し
、
平
成

27
年
度
以
降
に
米
子
市
が
実
施
し

た
韓
国
語
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
は
じ
め
て
の
方
を
優
先
と

し
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

申
込
締
切　

４
月
26
日
㈭

申
込
方
法　

地
域
振
興
課
に
住

所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、連
絡
先
、

講
座
名
、
講
座
時
間
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
振
興

課 

国
際
交
流
室
（
☎
23
―

５
２
７
２
、

23
―
５
３
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ル
：chiikishinkou@

city.yonago.lg.jp

）

　
「
中
国
語
入
門
講
座
」
受
講
生

　

初
心
者
の
た
め
の
「
中
国
語
入

門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
中
国

語
を
初
歩
か
ら
学
び
な
が
ら
中
国

の
文
化
に
触
れ
る
講
座
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月
29
日
〜
９
月
18
日
に

か
け
て
全
15
回
（
原
則
と
し
て
火

曜
日
）

昼
の
部
：
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

夜
の
部
：
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

講
師　

米
子
市
中
国
国
際
交
流
員

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
２
０
０
０
円
程
度
）

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、

こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
平
成

27
年
度
以
降
に
米
子
市
が
実
施
し

た
中
国
語
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
は
じ
め
て
の
方
を
優
先
と

し
、
抽
選
と
し
ま
す
。） 　

申
込
締
切　

５
月
14
日
㈪

申
込
方
法　

地
域
振
興
課
に
住

所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、連
絡
先
、

講
座
名
、
講
座
時
間
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
振
興

課　

国
際
交
流
室　
（
☎
23
―

５
３
７
４
、

23
―
５
３
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ル:chiikishinkou@

city.yonago.lg.jp

）
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助
け
合
い
い
た
わ
る
家
で
も
会
社
で
も
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エ
プ
ロ
ン
が
似
合
い
料
理
が
上
手
い
パ
パ

『
援
助
会
員
養
成
講
習
会
』

　

よ
り
安
心
安
全
に
子
ど
も
を
預

か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
事
業

説
明
」「
身
体
の
発
育
と
病
気
」「
心

と
体
の
発
達
と
そ
の
問
題
」「
救

急
講
習
」「
子
ど
も
の
遊
び
」な
ど
、

２
日
間
で
10
時
間
程
度
の
講
義
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

５
月
14
日
㈪
、
15
日
㈫
両

日
と
も
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
の
予
定
。
※
会
員
登

録
に
は
２
日
と
も
の
受
講
が
必
要

で
す
。

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

託
児　

あ
り
（
無
料
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

５
月
９
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
）（
☎
32
―

０
０
１
６
、

32
―
０
０
２
６
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
84
回
）

と
き　

４
月
19
日
㈭　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
ピ
ロ
リ
菌
と
、
慢
性

胃
炎
〜
胃
が
ん
」

講
師　

米
子
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長　

安あ

べ部　

良り
ょ
う

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

山
陰
労
災
病
院　

健
康
講
話

と
き　

４
月
18
日
㈬　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

山
陰
労
災
病
院　

３
階

会
議
室

テ
ー
マ　
「
未
定
」

講
師　

山
陰
労
災
病
院　

循
環
器

科
医
師　

中な
か
む
ら村　

研け
ん
す
け介

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

山
陰
労
災
病
院
（
健
康

講
話
担
当
）（
☎
33
―
８
１
８
１

【
内
線
６
７
４
１
】、

22
―

９
６
５
１
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

と
き　

４
月
８
日
㈰　

午
前
８
時

　

米
子
駅
集
合

行
き
先　

安
来
方
面
（
な
か
う
み

農
村
公
園
、
安
来
公
園
ほ
か
）

参
加
費

　
無
料
。
Ｊ
Ｒ
の
往
復
運

賃
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
各

自
、
弁
当
と
飲
み
物
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
23
―
５
４
２
６
、

23
―

５
４
１
４
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

４
月
10
日
㈫
、
５
月
８
日

㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

　米子市選挙管理委員会では、有権者の選挙に対する
関心を高めるとともに、親しみのある投票所をめざし
て、米子市議会議員一般選挙（平成30年６月24日執
行予定）の期日前投票所投票立会人を募集します。
　ただし、応募者が多数の場合は全員に従事していた
だけない場合がありますのでご了承ください。
■仕事の内容　期日前投票所の投票事務が公正に行な
われているか立会いをしていただきます。
■応募資格　米子市に住所を有し、選挙権のある方（特
定の候補者の選挙運動員や政治活動等を行なってい
る方、候補者の親族の方は応募をご遠慮ください。）

■立会日　告示日の翌日から選挙期日の前日まで（６
月18日～23日）の６日間のうち、希望する日１日（複
数日応募可）
■立会時間　午前８時30分から午後８時まで
　（従事時間 午前８時15分から午後８時30分まで）
■立会場所　市役所本庁舎または淀江支所
　（２か所のうち希望する期日前投票所１か所）
■募集人数　24人（１日につき１か所２人ずつ）
■報酬　１日につき9,500円（支払額はこの金額から
源泉徴収後の金額です。）

■応募方法　申込書に必要事項を記入のうえ、提出し
てください。郵送、ＦＡＸ、Ｅメールでも受け付け
ます。申込書は選挙管理委員会事務局にあります。
米子市ホームページからダウンロードもできます。
■申込受付期間　４月９日（月）～27日（金）
■採用方法　選挙管理委員会事務局で選出（応募者多
数の場合は抽選）します。５月中旬に採用者に通知
します。
■申込書の請求、問合せ　〒６８３－８６８６　米子
市加茂町１―１　米子市選挙管理委員会事務局
（☎２３－５３４６、 ２３－５３４９、Ｅメール：
senkyo@city.yonago.lg.jp）

米子市議会議員一般選挙
期日前投票所投票立会人を募集します

　任期満了に伴なう米子市議会議員一般選挙（６月17
日告示、６月24日投開票）の立候補予定者に対する説
明会を開催します。
■と き　５月２日（水）午後１時30分～
■ところ　市役所本庁舎４階401会議室
■対象者　立候補予定者およびその関係者

（１候補につき、原則３人以内）
■内 容　立候補の手続き、選挙運動の注意事項など
■その他　出席される立候補予定者または代理の方

は、印鑑をお持ちください。
■問合せ　選挙管理委員会事務局

（☎２３－５３４５、 ２３－５３４９）

米子市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会を開催します
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共
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推
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家
事
分
担　

仕
事
・
子
育
て　

思
い
や
り

第１回原子力防災現地研修会（見学会）
　鳥取県では、放射線の基礎知識や原子力防災・安全
対策などについて、皆さんに知っていただくため、県
民の方を対象とした研修会を開催します。
■日程　４月22日（日）午前10時30分～午後３時20分
●島根県原子力防災センター（松江市内中原町）
●島根原子力発電所（松江市鹿島町片句）【バス車内
から見学】

■集合
　 ▼西部総合事務所：午前９時（解散：午後４時50分）
　 ▼境港市役所：午前９時40分（解散：午後４時20分）
■応募締切　４月13日（金）必着　■募集人数　40人
■申込・問合せ　〒６８０－８５７０　鳥取市東町１丁
目２７１　鳥取県危機管理局原子力安全対策課（☎
０８５７－２６－７９７３、 ０８５７－２６－８８０５、
Eメール：genshiryoku-anzen@pref.tottori.jp）
■注意事項　◎ハガキに参加される全ての方の住所・
氏名（ふりがな）、電話番号、生年月日を記入のうえ、
ご応募ください。（ハガキ１枚で２人まで応募可。電話
やＦＡＸ、メールでも申込みができます。）※電話受
付は、平日の午前９時～午後５時
◎参加費無料　◎見学には本人確認書類が必要です。

JICAボランティア 2018年度春募集
　青年海外協力隊（JICA）・シニア海外ボランティア
の2018年度春募集が４月に行なわれます。
　それに合わせ、青年海外協力隊・シニア海外ボラン
ティアの体験談＆説明会を行ないます。会場は次のと
おりです。参加費無料・予約不要・入退室自由ですので、
お気軽にご参加ください。

青年海外協力隊・シニア海外ボランティア
『体験談＆説明会』

期日 内容 開始時間 場　所
４月７日
（土）

映画「わたしは
マララ」上映 午後１時 とりぎん文化会館

２階第２会議室

４月28日
（土）

体験談パネル
トーク 午後１時

米子コンベンショ
ンセンター
３階第３会議室

■問合せ　JICA中国　ボランティア担当
（☎０８２－４２１－６３０５、ホームページ　http://
www.jica.go.jp/volunteer/）  

　高齢者住宅改良費を助成します
　介護を要する方を在宅で介護するうえで、居室やト
イレなどの改良が必要と認められる場合に、改良にか
かる費用の一部を助成します。
　ただし、すでに着工したものや新築および増改築に
ついては対象となりません。また予算が無くなった場
合は、申込期間内でも助成できないことがあります。
■助成対象者　介護保険の要支援・要介護認定を受け
た方（市県民税非課税世帯に属する方に限る）

■助成の対象となる工事　便所、玄関、居室等の段差
解消、滑りやすい床材の変更など（介護保険の住宅
改修費支給の対象となる工事は除きます。）

■助成限度額　助成対象経費の額の３分の２か53万３
　千円のいずれか少ない額
■申込期間　４月２日（月）から11月15日（木）まで
■問合せ　長寿社会課
　　　　　（☎２３－５１３２、 ２３－５０１２）

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者
負担（介護サービス費用の１割または２割）が次の表
の上限額を超えたとき（同じ世帯内に複数の利用者が
いる場合は、世帯で合算して上限額を超えたとき）は、
長寿社会課に申請されると超えた分を「高額介護サー
ビス費」として後日お返しします。過去の利用分も２
年間さかのぼって申請することができます。
　なお、施設利用の際の部屋代、食事代等は対象外で
すのでご注意ください。

利用者負担段階区分 個人上限額 世帯上限額

世帯内に課税所得145万円以上の65
歳以上の方がいる場合（現役並み所得
者）

44,400円

住民税課税世帯（一般）※ 44,400円

住 民 税
非 課 税
世 帯

ア　合計所得金額および公的
年金等収入額の合計が80万円
を超える方

24,600円

イ　合計所得金額および公的
年金等収入額の合計が80万円
以下の方等

15,000円 24,600円

生活保護受給者の方等 15,000円 15,000円
※「一般」の区分のうち、同じ世帯のすべての65歳以上の
方（サービスを利用していない方を含む。）の利用負担
割合が１割の世帯は、年間446,400円の上限が設けられ
ます。（平成29年８月から３年間の時限措置）
■申請に必要なもの　介護サービス費を支払われた際
の領収書・認印・高額介護サービス費を市から振り
込む際の振込先の預金通帳
■申請・問合せ
　長寿社会課（☎２３－５１３２、 ２３－５０１２）

宝くじの助成金で整備しました
　宝くじ社会貢献広報
事業の助成を受け、米
子市消防団少年消防ク
ラブの防火服、手袋、
半
は っ ぴ

被、拍子木を整備し
ました。
　福生東少年消防クラ
ブは若い世代における防災意識の啓発を目的に結成さ
れ、今回整備した資材を使用し防災訓練、地域の防災
啓発運動を行なっていきます。
　米子市では、少年消防クラブの活動を応援していま
す。結成についてのご相談などがありましたら、防災
安全課までお問い合わせください。
■問合せ　防災安全課
　　　　　（☎２３－５３３９、 ２３－５３８７）
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差
別
な
い　

み
ん
な
の
笑
顔
が　

支
え
る
よ
な
ご

４月の市営住宅入居者募集は
ありません

　今月の市営住宅の入居者の募集はありません。
※次回の市営住宅入居者募集は５月１日（火）から
の予定です。
■問合せ　住宅政策課（☎２３－５２６３、 ２３
－５３９６、Ｅメール：jutakuseisaku@city.
yonago.lg.jp）

米子市職員採用説明会および
職員募集のお知らせ

　米子市の仕事に関心をお持ちの方やそのご家族の
方を対象に、４月29日（日・祝）に採用説明会を開
催します。職員自身による合格体験談や若手職員の
仕事紹介などを予定しています。この機会に、米子
市の仕事の魅力に触れてみませんか？くわしくは、
米子市ホームページでお知らせします。
　また、平成30年度の米子市職員採用試験の情報も、
米子市ホームページなどで４月中旬頃にお伝えしま
す。
■問合せ　職員課（☎２３－５３４１、Ｅメール：
shokuin@city.yonago.lg.jp）

国民年金からのお知らせ
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生
活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険
料を納める制度です。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、
障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や
事故で障がいが残ったときに受け取れます。また遺族
年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生
計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）
が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなけ
ればなりません。しかし、学生の方は所得が一定額以
下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生
納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校お
よび各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学
する学生等です。所得額についてはお問い合わせくだ
さい。
◎「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人および配偶者の
所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
※ただし、平成28年６月以前の期間は、30歳未満であっ
た期間が対象となります。

マイナンバーでの手続きが可能になります
　平成30年３月５日から、年金請求の手続きや諸変
更等の各種手続きが基礎年金番号だけでなくマイナン
バーで行なうことが可能となりました。
　マイナンバーにより各種手続きを行なう場合は、①
マイナンバーが正しい番号であることの確認（番号確
認）と、②マイナンバーを提出する方がマイナンバー
の正しい持ち主であることの確認（身元（実存）確認）
を次の書類等で確認させていただきます。
①番号確認書類（マイナンバーカード、通知カード、
マイナンバーが記載された住民票の写し）

②身元（実存）確認書類（マイナンバーカード、運転
免許証、旅券など）

※マイナンバーを変更した場合は、日本年金機構へ届
出をお願いします。

■問合せ　米子年金事務所（☎３４－６１１１【音声案
内２→２】、 ２２－４８４２）
米子市生活年金課　年金医療係（☎２３－５１４２、
２３－５３９１、Ｅメール：seikatsunenkin@city.
yonago.lg.jp）

合併処理浄化槽の設置を補助します
　公共用水域の水質汚濁防止と生活環境の向上を図る
ため、合併処理浄化槽の設置に要する費用の一部を補
助します。
■対象　下水道等計画区域外、または下水道事業区域
内であっても当分の間下水道整備が見込めない区域
において、建築確認申請を伴わずに、既存の単独処
理浄化槽またはくみ取り便所から、合併処理浄化槽
へ付け替える方
■補助金額

浄化槽の大きさ 補助限度額
５人槽 351,000円
６人槽・７人槽 441,000円
８人槽・９人槽・10人槽 588,000円

【ご注意ください】
※新築による合併処理浄化槽の設置は補助対象外です。
※浄化槽の大きさ（人槽）は、住んでいる人数ではなく、
原則として建物の延べ床面積により決定されます。

■問合せ　下水道部施設課　排水指導係
　　　　　（☎３４－１３９８、 ３４－７５２２）

マイナンバーカードがあれば
イオン各店舗で住民票などを
取得できるようになります

　４月１日から米子市のコンビニ交付サービスを利用
できる店舗に「イオン」が加わります。
　マイナンバーカードをお持ちであれば、お買い物の
ついでに米子市の各種証明書（住民票や印鑑証明など）
が取得できて便利です。くわしくは市民課（☎２３－
５１４４）までお問い合わせください。


